
利
用
者
数
が
減
少
の
一
途
を
た
ど
る
Ｊ
Ｒ
陸
羽
西
線
沿
線
の
活

性
化
や
景
観
保
全
に
取
り
組
も
う
と
、
戸
沢
村
と
庄
内
町
の
有
志

が
最
上
川
・
陸
羽
西
線
活
性
化
委
員
会

（高
橋
茂
会
長
）
を
設
立

し
て
１
年
が
た
っ
た
。
こ
の
間
、
植
樹
や
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
に

精
力
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
Ｊ
Ｒ
側
も
利
用
者
数
の
増
加
に
向

け
て
独
自
の
対
策
を
講
じ
て
お
り
、
両
者
の
連
携
が
利
用
拡
大
に

つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

同
線
は
全
長
４３
計
で
、
最
上

地
域
と
庄
内
地
域
を
結
ぶ
唯

一

の
鉄
路
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
山
形
支

店
に
よ
る
と
、
新
庄
―
余
日
間
の

１
日
１
計
当
た
り
の
利
用
者
数

を
表
す
平
均
通
過
人
員
は
、
２

０
１
５
年
度
で
３
９
１
人
。
も
と

も
と
県
内
の
他
路
線
と
比
較
し

て
も
利
用
者
数
は
少
な
か
っ
た

が
、
人
口
減
に
伴
う
通
勤
・
通

学
客
の
減
少
な
ど
で
、
約
３０
年
前

に
比
べ
５
分
の
１
ま
で
落
ち
込
ん

だ
。利
用
者
増
に
活
路
を
見
い
だ
す

に
は
、観
光
客
の
確
保
が
重
要
だ
。

沿
線
は
幸
い
に
も
、
紅
葉
を
は
じ

め
と
す
る
最
上
峡
の
景
観
美
、
最

上
川
舟
下
り
、
幻
想
の
森
、
俳
人

松
尾
芭
蕉
や
幕
末
の
志
士
清
河
八

郎
ゆ
か
り
の
史
跡
な
ど
観
光
資
源

2016年
'1月

1'日 (金 )山形新聞に掲載 rF

最上 川・陸羽 西線 活性 化 委

員 会 が 開 催 した イ ベ ン ト
「最上り|卜芭蕉 しろうとハイ

ク (俳句 )国際選 手 権」で芭
蕉乗船の地 を巡 る参加者

=5月 14日 、新庄市

～
９
月
に
開
催
し
、
夏
休
み
中
の

親
子
な
ど
６
６
９
人
が
参
加
し

た
。両
組
織
は

「陸
羽
西
線
と
そ
の

沿
線
の
活
性
化
」
と
い
う
同
じ
目

的
を
持
つ
も
の
の
、
こ
れ
ま
で
互

い
の
活
動
を
認
知
し
て
い
な
か
っ

た
と
い
う
。
高
橋
会
長
は

「ま
だ

活
動
を
始
め
た
ば
か
り
。
植
樹
な

ど
の
地
道
な
活
動
で
土
台
を
つ
く

っ
て
か
ら
、
い
ず
れ
は
連
携
を
申

し
出
た
い
と
思
っ
て
い
た
」
と
語

る
。
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
担
当
者

も

「陸
羽
西
線
の
利
用
者
の
増
加

だ
け
で
な
く
、
各
駅
を
下
り
て
観

光
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
仕
組
み

を
つ
く
り
た
い
」
と
、
活
動
継
続

に
意
欲
を
見
せ
る
。

ぽ響母

Ｊ
Ｒ
と
の
連
携
に
期
待

持
ち
味
生
か
し
、利
用
拡
大
ヘ

が
多
い
。
こ
れ
ら
を
生
か
し
、
利

用
者
の
増
加
、
さ
ら
に
は
地
域
活

性
化
を
目
指
そ
う
と
組
織
さ
れ
た

の
が
、
最
上
川
・
陸
羽
西
線
活
性

化
委
員
会
と
、
Ｊ
Ｒ
新
庄
駅
・
酒

田
駅
の
若
手
社
員
ら
に
よ
る

「陸

羽
西
線
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

だ
。同
委
員
会
は
昨
年
９
月
に
発
足

し
、
植
樹
に
よ
る
景
観
保
全
の
ほ

か
、
最
上
川
舟
下
り
や
羽
黒
古
道

の
ハ
イ
キ
ン
グ
を
楽
し
み
な
が
ら

俳
句
を
詠
む
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す

る
な
ど
し
て
き
た
。
同
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
昨
年
、
両
駅
の
若
手
社
員

が
意
見
交
換
会
を
開
い
た
の
を
機

に
ス
タ
ー
ト
。
各
駅
を
回
る

「陸

羽
西
線
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
を
７

例
え
ば
イ
ベ
ン
ト
列
車
を
企
画

し
た
と
し
て
、
委
員
会
と
Ｊ
Ｒ
が

連
携
で
き
れ
ば
活
動
の
幅
は
ぐ

っ

と
広
が
る
は
ず
だ
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
集
ま

っ
た
有
志
の
柔
軟
性
と

Ｊ
Ｒ
の
企
業
力
。
両
者
の
持
ち
味

を
生
か
し
て
陸
羽
西
線
を
盛
り
上

げ
て
ほ
し
い
。

（新
庄
支
社

・
丼
上
萌
々
子
）


